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滋賀県土木交通部流域政策局

平成26年3月22日（土）１９時半～

流域治水の推進に関する条例案

意見交換会



そもそも流域治水とは？（１）
2

滋賀県が進める「流域治水政策」
目的

① どのような洪水にあっても、人命が失われることを避ける（最優先）
② 床上浸水などの生活再建が困難となる被害を避ける

手段
• 川の中の対策（堤外地対策）だけではなく、「ためる」「とどめる」「そなえる」対策
（堤内地での対策）を総合的に実施する。

河道掘削、堤防整備、
治水ダム建設など

地域防災力向上対策 そなえる
水害履歴の調査・公表、防災教育
防災訓練、防災情報の発信など

流域貯留対策
（河川への流入量を減らす）

ためる
調整池、森林土壌、水田、ため池
グラウンドでの雨水貯留など

氾濫原減災対策
（氾濫流を制御・誘導する）

とどめる
輪中堤、二線堤、霞堤、水害防備林、
土地利用規制、耐水化建築など

ながす
河道内で洪水を安全に流下させる対策

（これまでの対策）

「滋賀県流域治水基本方針」策定（平成24年3月）



そもそも「流域治水」とは？（２）

昔からある仕組み

河川整備

水防活動

河川整備

情報伝達
リスク情報

水位計

地先の安全度マップ

避難訓練

避難計画

避難活動
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水防活動

避難場所

現代風に復活

ブロック
コンクリート
新技術など ｱｽﾌｧﾙﾄ道路

自動車

新型土嚢
新素材など

宅盤嵩上げ
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土地利用誘導・建築規制

とどめる

ためる

そなえる

二線堤
霞堤

輪中堤

森林

二線堤の指導

霞堤保全

開発指導

森林の保全

土地利用の誘導

地域防災力の向上

水害意識の高揚

建築嵩上げ

防災情報の発信

田畑の保全

河道掘削

ダム

築堤

ながす

凡 例

流域治水対策の手段 ～水害に強い地域づくりのために～

そもそも「流域治水」とは？（３）



条例制定の背景（１） 5

水害は河川整備で少なくなりました

姉川ダム 草津川



背景（２） 6

平成25年 京都府由良川の様子

しかし、河川整備が完成したとしても、
その流下能力を上回る大雨が降れば、
川は溢れます



背景（３） 7

今後、台風18号以上の大雨が発生する可能
性は否定できません

台風１８号 総雨量
平成25年9月15日～

9月16日



滋賀県流域治水基本方針

平成２４年３月議会
で議決

◆流域治水政策を法的に位置付ける
◆県民の水害への意識を向上させる
◆４つの対策に対する予算を確保する

実効性を持たせるための条例化

背景（４） 8



◎前文 ・条例制定の背景 ・流域治水を推進する意義 ・条例を制定する目的

滋賀県流域治水の推進に関する条例案の概要

◎総則
・用語の定義
・基本理念
・県、県民、事業者の責務

◎想定浸水深の設定等
・県：流域治水に関する施策の基礎資料として、想定浸水深（地先の安全度
マップ）を設定
おおむね５年ごとに設定・公表

◎集水地域における雨水貯留浸透対策
・森林および農地の所有者等：森林および農地の適正な保全に
よる雨水貯留浸透機能の発揮

・公園、運動場、建築物等の所有者等：雨水貯留浸透機能の確
保

◎氾濫原における建築物の建築の制限等
・浸水警戒区域における建築規制
・区域（200年確率降雨で浸水深約3ｍ以上の区域）は、住民・
市町長・流域治水推進審議会（新設）の意見をふまえて指定
・指定区域においては、知事が想定水位以上に避難空間が確
保されているかを確認した上で許可

・10年確率降雨で浸水深50cm以上の区域は市街化区域へ新
たに編入しない（対策が講じられる場合を除く）
・盛土構造物の設置等の際の配慮義務

◎浸水に備えるための対策
・県：避難に必要な情報の伝達体制を整備・市町への支援
・県民：日常生活で備えるとともに、非常時には的確に避難
・宅地建物取引業者：宅地等の売買等に情報提供

・水害に強い地域づくり協議会を組織し、浸水警戒区域の指定
に関する事項や浸水被害の回避・軽減に必要な取組を検討

◎河川における氾濫防止対策
・知事：管理する河川の整備を行う。（浸水により生命・身体に著
しい被害を生ずるおそれがある区域では特に配慮）
河道の拡幅等を計画的・効果的に推進
流下能力を維持するための河川内樹木の伐採等
当面河道拡幅等が困難な区間における堤防の強化

***********************************************

***********
***********

ながす ためる

とどめる
そなえる

基礎資料

◎雑則
・財政上の措置
・施策実施状況の議会への報告
・市町条例との関係

◎罰則（当分の間適用しない）
・建築規制に関する規定に違反した者への罰則および過料

***********************************************

◎目的 ・流域治水を総合的に推進し、もって浸水被害から県民の生命、身体および財
産を保護し、将来にわたって安心して暮らすことができる安全な地域の実現に資する

実現

※下線部は当初案からの主な追加・変更箇所

平成26年2月18日
流域治水政策室
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条例案の主な修正項目

1. 川の中の対策、「河川整備」に関する条文内容の明確化
2. 「浸水危険区域」という名称の「浸水警戒区域」への変更
3. 「水害に強い地域づくり協議会」の位置づけを明確化
4. 「流域治水推進審議会」の設置
5. 流域治水に関する施策の実施状況についての議会への
報告

6. 本条例にかかわる罰則は「当分の間、適用しない」こと

10
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テーブルの下
既存法令で対応されるべ
き水害対策

テーブルの上
流域治水条例案

「流域治水の推進に関する条例案」
と法律の関係（治水の円卓）

それぞれの法令で定められている施策を、「地先の安全度」（住民が住んでおられる場
所の想定浸水深など）に対応するため、総合政策の仕組みとして一つの条例の中で関
連づけ、住民目線でわかりやすく、運用しやすいようにまとめたもの

■基礎情報の不足によりうまく
運用できていなかった対策
■法令以外で対応する新たな
対策など

横串
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平成26年2月議会上程 条例案（議第82号）項目

前文

第１章 総則（第１条－第６条）

第２章 想定浸水深の設定等（第７条・第８条）
第３章 河川における氾濫防止対策（第９条）

第４章 集水地域における雨水貯留浸透対策（第10条・第11条）
第５章 氾濫原における建築物の建築の制限等（第12条－第25条）
第６章 浸水に備えるための対策（第26条－第34条）
第７章 滋賀県流域治水推進審議会（第35条・第36条）
第８章 雑則（第37条－第40条）
第９章 罰則（第41条－第43条）
付則
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想定浸水深（地先の安全度） 13

大河川だけではなく、小河川や農業排水路など
身近な水路からの氾濫なども考慮した予測による
浸水深を示したものです

平成20年（2008年）豪雨
長浜市（駅前）の内水氾濫状況

◆国土交通省の測量データ活用
◆高度な技術（計算技術、学識者助言等）に
基づいた精度の高い緻密な計算結果
◆浸水実績による検証（高い信頼度）

床下浸水 203戸
床上浸水 11戸



虎姫地域の地先の安全度マップ（200年確率）
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平成26年２月議会上程 条例案（議第82号）項目

前文

第１章 総則（第１条－第６条）

第２章 想定浸水深の設定等（第７条・第８条）

第３章 河川における氾濫防止対策（第９条）
第４章 集水地域における雨水貯留浸透対策（第10条・第11条）
第５章 氾濫原における建築物の建築の制限等（第12条－第25条）
第６章 浸水に備えるための対策（第26条－第34条）
第７章 滋賀県流域治水推進審議会（第35条・第36条）
第８章 雑則（第37条－第40条）
第９章 罰則（第41条－第43条）
付則
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河川における氾濫防止対策（１）
16

○姉川・高時川については、丹生ダム
検証の結果を受けて、湖北圏域河川
整備計画の早期策定を目指します

○田川については「地先の安全度」に
より流域内の家屋が多数浸水するこ
とが判明したため、河川整備に向け
た調査・検討を開始しています



河川における氾濫防止対策（２）
17

姉川・高時川、田川の河川整備5カ年計画
●単独河川改良事業

番号 河川名 地先名 ランク 継続 実施内容（H26～H30） 整備目標

長浜市南浜町～今町 Ａ ● 河川計画（ダム検証中） 戦後最大

長浜市南浜町～大井町 Ｔ ● 堤防強化対策 －

長浜市難波町～高月町尾山 Ａ ● 河川計画（ダム検証中） 戦後最大

長浜市錦織町、高月町落川～
柏原

T ● 堤防強化対策 －

⑧ 田川 長浜市八木浜～中野 Ｂ 新規 河川計画 1/10

●維持管理事業（重点的に維持管理に取り組む区間）

番号 河川名

⑬ 姉川

⑭ 高時川

⑥ 姉川

⑦ 高時川

実施内容（H26～H30）

竹木伐開・堆積土砂除去

竹木伐開・堆積土砂除去

地先名

長浜市南浜町～相撲庭町
長浜市南浜町～米原市村居田

長浜市難波町～高月町柏原

長浜市難波町～高月町馬上
 

凡　　例

：整備済み区間

：H26年度～H30年度 実施予定区間

：H31年度以降 整備区間

：河川計画検討区間

：Tランク河川対策予定区間

：重点的に維持管理に取り組む区間

：管理ダム　　　　　　　　：検証中ダム

河川整備5ヶ年計画案から抜粋

高
時
川

姉川



田川流域

流域図

高
時
川

姉川
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河川における氾濫防止対策（３）
19

H25姉川、高時川堤
防補強工事（新居町
～錦織町右岸）

姉川・高時川の維持管理事業

H25姉川 護岸工事
(長浜市大井町左右岸) 



河川における氾濫防止対策（４）
20

H24姉川 長浜市酢か

ら大井町地先 竹木伐
採８３，０００ｍ２

H25高時川 湖北町

馬渡地先 竹木伐採
４６，０００ｍ２

姉川・高時川の維持管理事業



河川における氾濫防止対策（５）
21

田川改修の歴史

• その１ 江戸幕末の田川改修

• その３ 昭和時代の田川改修

• その２ 明治時代の田川改修
１８５４年～、１８６０年(安政７年)～１８６２年

１８８３年（明治16年）～１８８５年（明治18年）

１９６３年（昭和38年）～１９６６年（昭和41年）



田

川

小
谷
山

虎
御
前
山

昭和36年頃の出水状況

昭和の田川改修

河川における氾濫防止対策（６） 22



昭和37年の水害昭和37年 田川の増水

昭和30年代 駅前通りの増水

河川における氾濫防止対策（７） 23



田川カルバート出口
田川カルバート入口

田川カルバート横断図

中小河川改修事業により
現在の田川カルバートが
建設された（昭和38～41年）

河川における氾濫防止対策（８） 24



地域と田川カルバートとの関わり

• 先人の功績
前田荘助ほか 江戸幕府への請願や滋賀県令や議会への嘆願

• 先人の苦労
度重なる被災からの克服、下流住民との交渉や補償等

• 歴史の継承
水引神社と籠手田神社および治水功労者の碑により継承

（旧）水引神社と籠手田神社
治水功労者の碑

（新）水引神社と籠手田神社

河川における氾濫防止対策（９） 25



平成26年２月議会上程 条例案（議第82号）項目

前文

第１章 総則（第１条－第６条）

第２章 想定浸水深の設定等（第７条・第８条）

第３章 河川における氾濫防止対策（第９条）

第４章 集水地域における雨水貯留浸透対策（第10条・第11条）
第５章 氾濫原における建築物の建築の制限等（第12条－第25条）

第６章 浸水に備えるための対策（第26条－第34条）
第７章 滋賀県流域治水推進審議会（第35条・第36
条）
第８章 雑則（第37条－第40条）
第９章 罰則（第41条－第43条）
付則
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水害に強い地域づくり協議会

「地先の安全度マップ」を踏まえ、避難場所の
選定、安全な避難経路、避難のタイミング、浸
水警戒区域指定案など、地域の特性を踏まえ
た避難・警戒体制等を検討し、「水害に強い地
域づくり計画」を策定

浸水に備えるための対策（１）

地先の安全度マップ

水防訓練

水位・雨量情報伝達
水害聞き取り

出前講座
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浸水に備えるための対策（２）
28

これまでの虎姫地域の取り組み
• 平成19年6月 姉川・高時川の「浸水想定区域図」公表

（100年に1度の大雨による浸水状況）
• 平成19年11月 「湖北圏域水害・土砂災害に強い地域

づくり協議会」の立ち上げ（行政、福祉協議会など）

• 平成20年3月 長浜ドームを広域避難所（収容型）に指定

（町と市、県が協定締結）

• 平成20年6月 虎姫町洪水避難訓練
約600名参加



浸水に備えるための対策（３） 29

• 平成21年3月 姉川（柿ﾉ木）堤防工事

• 平成21年11月 内水氾濫を考慮した避難計画検討

（ 「地先の安全度マップ」の活用）

・ 平成22年2月 中日本高速道路（株）と

「高速道路活用の連携

協定」を市と県が締結

• 平成24年8月 長浜市総合防災マップ

全戸配布（洪水ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ）

• 平成25年3月 大井地区の水害に強い地域づくり計画

（避難のための計画） 看板



浸水に備えるための対策（４） 30

水害に強い地域づくりの実践
水害時の避難活動、浸水警戒区域指定、支援制度活用など

「地先の安全度マップ」を踏まえ、避難場所の選定、安全な避難経路、避
難のタイミング、区域指定案など、地域の特性を踏まえた避難・警戒体制
等を検討し、「水害に強い地域づくり計画」を策定

水害に強い地域づくり協議会

これからの虎姫地域の取り組み
ー「逃げる、逃がす、助け合う」に向けてー

滋賀県流域治水推進審議会

皆さんの意見
を十分反映さ
せます！

電信柱
に表示

地域合意

公告・縦覧

市町首長の意見



平成26年２月議会上程 条例案（議第82号）項目

前文

第１章 総則（第１条－第６条）

第２章 想定浸水深の設定等（第７条・第８条）

第３章 河川における氾濫防止対策（第９条）

第４章 集水地域における雨水貯留浸透対策（第10条・第11条）

第５章 氾濫原における建築物の建築の制限等（第
12条－第25条）
第６章 浸水に備えるための対策（第26条－第34条）
第７章 滋賀県流域治水推進審議会（第35条・第36条）
第８章 雑則（第37条－第40条）
第９章 罰則（第41条－第43条）
付則
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氾濫原における建築物の建築の制限等（１） 32

浸水リスク（浸水の危険）がなかなか
無くならない地域がある！

●築堤河川に挟まれた
地域や低平地などは
浸水リスクが高く、昔
から水田などに利用
されることが多かった

●しかし、河川整備等
が進み、小さな洪水
が起きなくなると、こ
のような土地に住宅
が建ち始める



33

昭和34（1959年）伊勢湾台風
滋賀県近江八幡市水茎町

× 平屋家屋は軒下
まで水没

○ 2階建て家屋は
避難空間を確保

「安全な住まい方とは」
平成22年撮影

氾濫原における建築物の建築の制限等（２）



氾濫原における建築物の建築の制限等（３） 34

条例の「建築物の建築制限」とは？

浸水リスクの高い地域（２００年確率の「地先の安
全度」マップで３ｍ以上浸水する地域）でも安全に住
み続けていただくための２つの対策

①住宅の２階床高等を想定水位以上に上げること

②付近に一時避難場所を確保（整備）すること

「安全な住まい方」への確実な誘導を図ること



35氾濫原における建築物の建築の制限等（４）

地盤面

想定水位

想定水位より
上に部屋や屋
上がある。

地盤面

想定水位

浸水が始まってからでも
逃げ込める場所に避難
場所がある。

避難場所

水位

嵩上げ

一時避難場所

「安全な住まい方」への確実な誘導を図ること

①

②



新築時に①または
②の対応

建替え、増築時に
①又は②の対応

＜支援制度＞
A.宅地嵩上げ事業
B.避難場所整備事業
両方とも適用可能

36氾濫原における建築物の建築の制限等（５）

「安全な住まい方」への確実な誘導を図ること

指定した浸水警戒区域
に新たに新築

指定した浸水警戒区域
の既存住宅

不要

＜支援制度なし＞
基本的には適用でき
ないが、一時避難場所
が付近にあれば①は
不要



37氾濫原における建築物の建築の制限等（６）

「安全な住まい方」に向けた支援制度

＜避難場所整備事業＞

「浸水警戒区域」に対して有効な一時避難場所の

新設（改築含む）

行政が整備

避難場所事例（１）



氾濫原における建築物の建築の制限等（７）

丘陵、山

近接丘陵地、近接ビルを避難場所指定
既設堤防腹付け盛土型避難場所

避難場所
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避難場所事例（２）

避難場所

３ｍ以上

鉄骨造りの避難場所

国補助 １／２
県補助予定



39氾濫原における建築物の建築の制限等（８）

＜宅地嵩上げ事業＞

「浸水警戒区域」の既存住宅の改築（建替え）および
増築時に、地盤の嵩上げ（盛土、法面保護）工事ＲＣ、
ピロティ等工事の費用を一部助成

県から嵩上げに
かかった費用の
1/2 上限400万
円を補助予定

「安全な住まい方」に向けた支援制度
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水害に強い地域づくりの実践
水害時の避難活動、浸水警戒区域指定、支援制度活用など

「地先の安全度マップ」を踏まえ、避難場所の選定、安全な避難経路など
の避難警戒体制を検討するとともに、浸水警戒区域の区域指定などに
ついて議論し、素案作りから支援制度の運用など、地域の特性を踏まえ
た「水害に強い地域づくり計画」を策定

水害に強い地域づくり協議会

滋賀県流域治水推進審議会

皆さんの意見
を十分反映さ
せます！

地域合意

公告・縦覧

市町首長の意見

氾濫原における建築物の建築の制限等（９）


